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中国における日本語教育の重要な課題

一一ハイレベルの日本語通訳人材の育成について一一

李若粕

中日国交回復してからの 33年、両国間の交流は史上最大規模で展開している。日増し

に増えるニーズに応えて、日本語教育の規模が大きくなる一方である。中園日本語教育研

究学会の統計によると一昨年までは中国全国の日本語学科は 150前後だったが、今年は

250を上回っている。急速に発展している日本語教育の中で、初級、中級の人材は数多

く育成されているが、今後の中日間の協議、会議、各種の人的交流を円滑に推進するため

には、ハイレベノレの語学能力と専門知識を有する中日通訳者の育成が急務になっている。

しかし、実践的理論、トレーニング方法を盛り込んだ中日通訳の教材や、育成方法、成功

した経験はまだかなり乏しいと言ってよいだろう。中国大学日本語専攻の教育体系の中で、

中日通訳の課程は比較的に不足しており、ハイレベルの通訳人材の育成は我が国の日本語

教育改革の重要な課題となっている。

本稿は古代から今日までの中日通訳の歴史を断面的に回顧し、中H通訳者育成の問題点

を述べた上で、とくに「大場面」の通訳の重要性を強調して、ハイレベノレの中日通訳者育

成対策を探りたいものである。

一、 rpfJ ;tC!/:;3tðff.史におl:tõ庁本穿遅f~，の事事長手

古代において、中国はかつてアジア地域における政治と文化の太田で、中国は即ち世界

文明の中心で、周りの異民族を「蛮夷」と見なしていた。朝貢制度は古くから漢民族中心

の政権と周辺の少数民族及び近隣諸国との関係を決定しており、支配的であった。よその

民族あるいは国家は中国中央政権に臣服して、朝貢にやってくる。『三国志』倭人伝の中に

「今使訳所通三十国」との記載があり、その「使」は即ち倭国が周辺地域と国家に派遣し

たE式及び非正式の官吏、使臣と貿易関係の者で、中国に派遣されてくる者も当然ながら

含まれているはずである。「訳」はその使臣の通訳であろう。これが史書にあった中日開通

訳の最初の記載である。当時、中国が文化と政治の上位国であったので、中国人は少数民

族と外国の言葉を勉強して通訳するのではなく、よそから来た使者が中国語を勉強して、

通訳に当てられた。中日間の通訳を担当していたのは、中国戦国時代以後から秦漢、貌晋

に至って戦乱を逃れるために朝鮮半島を通じて日本に流れていった帰化人であったロ ['J唐

の時代になると中日文化交流は繁栄期を迎えた。日本から遣唐使が派遣されてきて、その

中に「訳語」という通訳が同行していた。
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明朝は中国の再統ーを果たすと、積極的に外固と交流し、少数民族と外固との交流を処

理する機関として、「囚夷館j と「会同館j を設けた。四夷館は主に公文書の翻訳を扱って

おり、会同館は賓客の宿泊や通訳を手配する部門で、今日の「礼賓司」か「外事弁」の役

目を担当していた。蒋垂束の調査によると、明の時代に、中国史上初めて中国側が通訳の

手配をした。

遺明使の日記である 『策彦和尚再渡集』には、日本の通事として「温、胡、猪、楊」四

名の人物が登場する……四夷館が「訳某文字」、即ち外交文書の翻訳を担当する釈字生を育

成するのに対して、会同館では「訳其語音」、即ち外来使者の折衝、皇帝謁見時の案内、送

迎などを行うための通事(通訳官)を養成するべく、会話中心の外国語教育が行われてい

た。会同館において日本語教育が本格的に行われるようになったのは、会同館が礼部から

兵部の所属となった弘治五年(1492)以後と考えられている。[，]

蒋垂東が明朝の典籍と日本人学者の研究を援用した調査で、中国が日本語通訳人材の育

成は明朝弘治五年 (1492)に始まり、同時に「中国における日本語教育の歴史は清朝末期

に始まったと考えられてきた」従来の見方を覆して、「中国における日本語教育の歴史は明

代に遡ることができる」と指摘し、注目すべき意義があると思う。

1862年に設置された京師同文館は中国近代外国語教育の開始となっている。しかし、当

時、日本との交流が少なく、事務処理の必要がないので、日本語科は置かれなかったo r東

文館」は 1897年に始めて設けられ、「唐家杭は光緒14年(1888)に京師同文館に設置され

た翻訳処の最初の東文翻訳官であり、東文館の初代東文教習であることが確認できた。」山

王宝平の調査によると、 1871年に中日の聞に結ぼれた修好条約の第六条に「此後両国往復

する公文、大清は漢文を用い、大日本は日:本文を用い漢訳文を副うベし。或は只漢文のみ

を用い其便に従う」ように規定され、日本にとっては不平等のようだが、「実は消末の中国

における外国語人材不足に由来したものにすぎない。つまり日本語のできる人材が皆無に

近い現状を鑑みて、やむを得ずこのような不平等な内容を条文に盛り込まれたのである。」

[.] 

滑朝駐日初代公使の何如意は1877年に日本に赴任した際、英語の通釈を同行させ、また

現地で日本語の通事を臨時に雇い、仕事の不便から日本語通訳養成の必要性を唱えた。「何

如嘩の日本詩人材の養成計画を具体的に実現させたのは1882年2月に着任した三代公使察

庶昌である。即ち滑国公使館内において三年を上限として、日本通商入口の翻訳人員の用

の為に、東文翻訳学生を招致し、光緒八年 (1882)九月に開館したのである。J[5J王宝平の

研究で明らかになったのは、中国近代日本語教育は中日間外交の必要による通訳の養成か

ら始まり、日本の清朝駐在公使館の中において、 1882年に開始したのである。

中華人民共和国が成立してから、冷戦のため、中日両国の交流は長く断絶していたが、

1952年4月、モスクワで開催された国際経済会議中、中国の代表が日本代表と接触し、訪中
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の招きをした。日本社会党の衆議員の帆足計、参議員の高良富らが訪中を決行し、 1952年5

月15日、新中国が成立してから最初の日本人が北京西苑空港に到着した。中国側の接待を

担当していた孫平化の回想によると「飛行機に乗って長年使わなかった日本語で挨拶をす

ると、相手は分からない顔をしていた。翼朝鼎が流暢な英語で、友有りて遠方より来る、

またと楽しからずやと言ったら、お客さんは大いに喜んだ。J[e]新中国が成立した後の、最

初の中日交流は英語で行われた。 1972年、中日国交正常化の後、中国の日本語教育は日増

しに盛んになり、両国間交流の架け橋となっていた。

二、ハイレベノルの適認を育成す?iには

新中国が成立後、とくに70年代末期から中国の日本語教育が次第に軌道に乗り、体系化

してきた。中日通訳者育成の面から見れば、その重要性が認められ、日本語教育のカリキ

ュラムに組まれるようになった。 1986年、国家教育委員会の許可を受けて、北京外国語学

院の「訳書11部j に「翻訳、通訳理論と実践」の修士課程が設けられた。 2003年、日本政府

の草の根無償協力資金として、北京言語大学は日本の援助を受け、同時通訳に不可欠なブ

ース6台など各種装置を購入して、日本語と中国語の同時通訳者の養成を目指した大学院コ

ースが開設された。教授陣には日本の中国語同時通訳教授法の第一人者である神田外国語

大学の塚本慶一教授や、中日友好協会理事、中日通訳の大先輩である林国本先生、北京外

国語大学北京日本学研究センター教授の郭連友先生らが加わった。これは今まで設備と教

師陣の両面が最も充実した中国における中日同時通訳の大本山であり、その育成の経験な

どは大いに期待されている。しかし、上記の恵まれている名門校以外に、中日通訳者の育

成にはまだ若干問題点があると言わねばならない。

まず、外国語ができれば、当然通訳もできるという執念は根強く存在しているようであ

る。そのため、長期にわたって、通訳の方法の検討や、通訳授業の教育実践は重要視され

ておらず、立派な通訳者は人工的に育成した産物より、自然発生的な者が多いのであろう。

そして、今まで、通訳の教材は数多く出版されているが、筆者が見た限り、初級的なもの

は通訳の教材というより、普通の会話程度にとどまる。中、上級の通訳教材には、「同時通

訳」というものは多いが、しかし、中身は同時通訳と逐次通訳の混同が見られる。「同時通

訳」の要点は「同時」にあると思う。話者の話が始まると通訳者がすぐ通訳を始めなけれ

ばならないロ通訳者が必ずしも話者と同じ場にいるのではなく、裏舞台のブースを利用す

るのが普通である。現在、「同時通訳」の講義かトレーニングと称しながら、その多くは逐

次通訳である。「逐次通訳」と「同時通駅」は二つの次元の仕事であり、同時通訳は通訳の

最上級で、重要な式典や会議などに用いられ、普通、専門的なトレーニングと長期の経験

の積み重ねが必要となる。
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逐次通訳は場面によって「小場面」、「中場面」、「大場面」とに分類すべきなのではない

かと思う。この分類は、意味が分からない場合、聞きそこなった場合、相手の話しを途中

で中断させて、質問することは可能かどうか、そして、聞き取れない場合は、相手に再度

話してもらうことが可能かどうかによる。第二は普段の会話体と丁寧腎の使い分けによる。

小場面とは、例えば、旅行社のガイドをして、 2、3人の日本人の旅行者を迎えて、案内

するロこの場合は初級段階の日本語ができれば大体勤まる。中場面とは、小規模の旅行団

やーテープノレぐらいの宴会、打ち合わせなどの場合である。小場面と比べれば、やや正式

になるが、やはり分からない内容が出ると話者に聞いて、確認することができる。

小場面と中場面の通訳はとくに通訳の講義とトレーニングを受けなくてもできるが、大

場面となると局面はまったく異なってくる。大場面とは正式な式典、学術会議などの場合

を指す。大場面の通訳はまず丁寧語、謙譲語、尊敬語が頻繁に使われ、普段の会話体と違

った硬い講演体が用いられる。話の中に敬語の決まり文句、パタンがよく出る。これらの

文型とパタンは普段あまり使われず、教材にもめったに出てこないので、中国人の学生が

一番困る。その上、小場面、中場面とは違って、話者の話が分からない、或は聞き取れな

くても、途中で中断させて、もう一度話してもらうことができない。それゆえ、大場面の

通訳は逐次通訳の中で一番難しく、特別な訓練を受けなければならない。

前述したように、小場面と中場面の通訳は中級ぐらいの日本語を勉強すればできる。同

時通訳は極上級のもので、北京、上海、広州などの大都会や経済発展が進んでいる沿海地

方以外にあまり使われないロそれに専門的な訓練を受けるには、特別な機械設備と経験豊

かな講師が必要で、普通の大学はできないのである。従って、筆者は現在、中国の大学日

本語科において中日通訳者育成の重点はこの「大場面」に置くべきだと特に強調したい。

日本語科の学生に極簡単そうなセンテンス、たとえば、まず「大会現在汗始，下面情×

×校長辞活、」などを学生に宛てて通訳させる場合は、大体「大会を今から始めます。まず、

xx校長、話してください」とか、 rxx先生お話をどうぞ」とか、体裁を得た通訳はめっ

たに出なかった。「校長」と「学長」との区別がつかない上に、 rxx学長にご挨拶をお願

いします、」とか、 rxxよりご挨拶を申し上げます」のような内と外の待遇表現に気を配

る余裕はなかった。これは単なる学生が日本語をまだものにしていない表れだけではなく、

若い教師や院生にやらせても同じ様子である。問題はやはりこの大場面の話に普段触れた

ことは少なく、不慣れのせいだと思う。プロの通訳者であるかでないかにかかわらず、急

に大場面の通訳か、話しに引っ張られることがあり、平日の準備がないとだれでもあがっ

てしまうだろう。

中国は急速に市場化を推進し、日本語科の卒業生が政府役所、中日合弁企業、日系企業に

入る。今の状態では我々日本語教育者が務めをまっとうしたとは言い難く、優秀な中日通訳

者の育成は現在の日本語教育システムの弱い一環である。 2002年6月7日の 『長春晩報』は「同
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時通訳、毎日500百ドル」という見出し語で、同時通訳人材の不足及び待遇のよさを報道した。

今年2月大連の某新聞は「ハイレベルの日本語通訳の人材は依然足りない」というタイトルの

文章で、「大連目前日活培世11百分之八十都停留在低端，高端日活人才的匿乏将会持綾凡年肘向。

主主鈴大主主日活培切|学校帯来商机，也向大主主高等日i署教育提出挑検。j大連だけではなく、全国

もこのような局面ではなかろうカ~中国日本語教育改革の突破口を見つけることができれば

と思って、本研究をしているところである。
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